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1 自然をたいせつにし、美しいまちをつく
りましょう

1 きまりを守り、明るいまちをつくりまし

ょう

1 礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを
つくりましょう

1 元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

1 思いやりのある、あたたかいまちをつく

‐ りましよう

々

市
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高
萩
小
学
校
で
は
、
夏
休
み
に
入
る

前
に
全
生
徒
を
対
象
に
７
月
哩
日
校
庭

に
お
い
て
、
夏
の
交
通
安
全
教
室
を
開

き
ま
し
た
。

教
室
は
、
高
萩
警
察
署
谷
田
部
係
長

の
話
で
は
じ
ま
り
、
つ
づ
い
て
日
本
腹

話
術
、
奇
術
連
盟
員
で
明
る
い
社
会
づ

く
り
運
動
、
交
通
安
全
全
国
運
動
を
し

て
い
る
福
島
県
い
わ
き
市
に
住
む
慰
問

太
郎
（
本
名
後
藤
正
基
さ
ん
）
が
腹
話

術
や
、
奇
術
な
ど
を
し
て
夏
の
交
通
安

全
の
呼
び
か
け
に
生
徒
は
大
喜
び
で
し

た
。

夏
の
交
通
安
全
運
動

○
期
間

７
月
幻
日
か
ら
８
月
瓢
日
ま
で

○
ス
ロ
ー
ガ
ン

き
を
く
ば
れ
こ
ど
も

じ
て
ん
し
や
お
と
し
よ
り

夏
休
象
の
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
た
め
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
よ
う

○
車
の
か
げ
や
、
物
か
げ
か
ら
と
び

出
さ
な
い
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

○
こ
ど
も
と
一
緒
に
歩
く
と
き
は
、

し
っ
か
り
手
を
に
ぎ
っ
て
道
路
の

そ
と
が
わ
を
歩
か
せ
ま
し
ょ
う
。

○
こ
ど
も
は
、
手
の
と
ど
く
と
こ
ろ

目
の
と
ど
く
と
こ
ろ
で
遊
ば
せ
ま

し
ょ
う
。

夏
休
み
中
の
社
会
勉
強
に
、
ま
た
親

と
子
で
郷
土
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会

に
と
、
「
親
と
子
の
施
設
・
史
跡
見
学

会
」
を
行
な
い
ま
す
。

○
実
施
す
る
日
、
８
月
配
日
（
水
）

９
．
０
０
１
皿
。
０
０

○
参
加
で
き
る
人
、
｜
小
学
校
３
年
か
ら

６
年
ま
で
の
児
童
と
親
で
２
人
１
組

○
募
集
す
る
人
員
、
一
理
組
、
申
込
朶
順

○
会
費
、
無
料
、
昼
食
持
参

○
申
込
み
方
法
、
〈
ガ
キ
に
氏
名
、
住

所
、
児
童
の
学
年
、
一
電
話
番
号
を
お

書
き
の
う
え
広
報
広
聰
係
ま
で
申
込

み
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
い
こ
と
は
広
報
広
聴
係
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

霞
③
２
１
１
１
番
内
線
２
１
９
．
２

３
３
番
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協
定
書
に
調
印
す
る
市
長
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マ
イ
ホ
”
↑
－
ム
と
税
金

‐
Ｉ
Ｊ
１
ｉ
Ｊ
Ｉ
ノ
ー
Ｉ
Ｊ
Ｉ
ノ
、
Ｊ
Ｉ
ｆ
１
く
ｊ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
１
ｌ
ｊ
ｌ
Ｊ
、
ノ
ー
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｊ
ｌ
ｆ
ｊ
ｌ
ｊ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
、
ｊ
１
ｒ
ｌ
Ｉ
‐
ノ
、
‐
ｆ
ｌ
ｔ
ｊ
１
Ｉ
１
Ｉ
ｊ
ｌ
Ｊ
～
ｒ
ｊ
ｔ
Ｊ
、
ｊ
ｔ
ノ
ー
ノ
ー
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｊ
１
ｒ
１
ｒ
ｌ
ｌ
Ｊ
１
Ｉ
１
く
ｊ
Ｉ
ノ
ー
Ｉ
１
ｆ
ｉ
Ｊ

〃
マ
イ
ホ
ー
ム
〃
や
、
〃
土
地
〃
を
買
う
こ
と
は
、
わ
た
し
た
ち
の

夢
で
す
が
、
こ
の
マ
イ
ホ
ー
ム
な
ど
の
税
金
に
つ
い
て
説
明
し
て
ぷ
ま

し
よ
う
。

Ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｉ
ｊ
ｌ
ｊ
Ｉ
Ｊ
、
ノ
、
ｆ
ｌ
ｒ
１
４
１
ｆ
ｊ
く
ｊ
Ｉ
Ｊ
ｔ
Ｊ
Ｉ
ノ
ー
Ｊ
１
ｊ
１
ｊ
Ｉ
Ｊ
ｉ
Ｊ
１
Ｊ
１
Ｉ
ｉ
ｆ
ｌ
‐
Ｊ
、
ｌ
ｆ
ｊ
Ｉ
１
ｆ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
く
ｊ
ｌ
ｊ
ｋ
Ｊ
１
Ｊ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
ノ
、
ノ
ー
ノ
、
ｊ
、
Ｊ
１
ｊ
Ｉ
１
ｒ
ｌ
ｌ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
く
ｊ
１
ｊ
ｔ
Ｊ
ｌ
ｊ
ｆ
～
ノ
、
ｊ
ｈ
ｊ
、
Ｊ
、
ノ
、
／
、
ｆ
、
ノ
一

住
宅
を
新
築
し
た
り
土
地
を
買
っ
た
で
す
が
、
新
築
住
宅
の
場
合
は
０
．
１

り
し
た
と
き
に
は
、
「
不
動
産
取
得
税
％
で
す
み
ま
す
。
た
だ
し
、
顕
年
３
月

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
弧
日
ま
で
に
新
築
し
た
住
宅
で
、
新
築

は
、
不
動
産
価
額
（
固
定
資
産
課
税
台
後
１
年
以
内
に
所
有
権
の
保
存
登
記
を

帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
）
の
３
％
が
標
し
、
さ
ら
に
床
面
積
が
１
６
５
平
方
メ

準
税
率
で
す
が
、
新
築
住
宅
の
場
合
に
１
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
条
件

は
不
動
産
価
額
か
ら
２
３
０
万
円
を
差
が
必
要
で
す
。

引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
不
動
産
を
取
得
す
る
こ
と
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
に

に
よ
つ
て
・
所
有
権
の
移
転
や
、
保
存

所
得
税
か
ら
控
除

の
登
記
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
と

き
に
は
「
登
録
免
許
税
が
か
か
り
、
所
次
は
、
所
得
税
か
ら
控
除
で
き
る
点

有
権
の
保
存
登
記
は
０
．
６
％
の
税
率
に
つ
い
て
述
べ
て
ゑ
ま
し
よ
う
。

。
）
剛

環
境
保
全
等
の
防
止
に
協
定
調
印

○
他
の
企
業
と
協
力
し
複
合
公
害
防
止

止
に
協
定
調
印

に
必
要
な
措
置
を
と
る

７
月
Ⅳ
日
市
長
室
に
お
い
て
、
助
川
○
公
害
防
止
に
管
理
体
制
を
確
立
し
、

積
極
的
に
努
め
る

電
気
工
業
（
手
綱
工
業
団
地
に
進
出
）

と
市
と
の
間
で
「
環
境
保
全
等
に
関
す
○
公
害
発
生
時
に
他
に
損
娠
口
を
与
え
た

場
合
は
、
責
任
と
誠
意
を
も
っ
て
措

る
協
定
書
」
が
と
り
か
わ
さ
れ
ま
し
た

置
す
る

助
川
電
気
工
業
側
か
ら
は
、
社
長
を
は

じ
め
量
眞
貝
任
者
が
出
席
し
ま
し
た
。
○
市
で
は
、
必
要
に
応
じ
立
入
調
査
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

協
定
害
の
内
容
は
、
９
項
目
か
ら
な

協
定
を
結
ん
だ
企
業
は
、
電
気
機
械

り
、
地
域
の
環
境
保
全
と
公
害
防
止
が

器
具
（
マ
イ
ク
ロ
ヒ
ー
タ
ー
）
を
製
造

原
則
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

す
る
こ
と
に
な
り
、
手
綱
団
地
で
は
、

協
定
害
の
主
な
内
容
は

○
ば
い
煙
、
粉
じ
ん
、
悪
臭
、
騒
音
、
新
日
本
鍛
工
株
式
会
社
に
次
ぎ
、
２
番

水
質
汚
濁
な
ど
の
公
害
防
止
に
万
全
目
の
進
出
で
、
操
業
開
始
は
、
刷
年
７

月
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

の
措
置
を
す
る
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ま
ず
、
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
の
た
め

の
預
金
（
住
宅
貯
蓄
）
を
す
る
と
「
住

宅
貯
蓄
控
除
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
一
定
の
条
件
で
、
銀
行
な
ど
と
住

宅
貯
蓄
契
約
を
結
ん
で
積
立
て
を
す
る

と
年
に
最
高
３
万
円
（
財
形
住
宅
貯
蓄

）
、
５
万
円
（
長
期
財
形
住
宅
貯
蓄
）

を
所
得
税
か
ら
差
引
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

ま
た
、
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
に
は

『
ｒ
、

床
面
積
が
３
．
３
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ

き
１
，
０
０
０
円
（
最
高
３
万
円
）
を

所
得
税
か
ら
３
年
間
に
わ
た
っ
て
差
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
「
住
宅

取
得
控
除
」
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
住
宅
の
床
面

積
が
１
６
５
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ

る
こ
と
が
大
き
な
条
件
と
な
り
ま
す

一
》

旅
Ｈ

１
と
の
堕

州
紬
焼
亜

帥

城

子

℃

一月一

帆

結

益

９

－

叩
こ
と
し
も
市
民
の
み
な
さ
ん
と
親
睦

肌
と
融
和
を
は
か
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

Ⅷ
ン
を
と
お
し
て
明
る
い
市
政
を
進
め
る

岬
た
め
に
、
第
６
回
「
高
萩
市
民
号
」
を

l l I t , H I I #'' 1 1 , , 1 1Ⅱ

Ⅷ
運
行
し
ま
す
。
益
子
焼
、
塚
本
製
陶
見
学

‐
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
鴫
時
妬
分
高
萩
駅
着

Ⅲ
期
日
ｎ
月
蝿
日
、
日
曜
日
一
日
帰
り
募
集
人
員
５
４
０
名

川
場
所
茨
城
県
結
城
市
一
費
用
お
と
な
３
，
５
０
０
円

栃
木
県
芳
賀
郡
益
子
町
こ
ど
も
３
，
０
０
０
円

叩
日
程
７
時
如
分
高
萩
駅
発
（
３
才
よ
り
哩
才
ま
で
）

９
時
弱
分
結
城
駅
着
（
昼
食
・
記
念
品
を
用
意
し
ま
す
）

結
城
紬
見
学
受
付
９
月
、
日
よ
り

哩
時
卵
分
益
子
着
問
合
せ
先
市
役
所
市
民
活
動
担
当

（
結
城
よ
り
バ
ス
利
用
）
（
鐘
内
線
２
３
６
．
２
１
９
）

Ⅶ
。
三
一
二
呂
二
一
画
二
三
言
今
一
三
寺
曇
三
一
三
一
国
呂
一
言
国
二
二
三
三
再
吟
呂
二
一
二
今
一
三
一
』
』
一
二
閏
冒
二
三
一
こ
一
一
一
弓
三
一
』
二
三
一
弓
三
』
胃
一
三
一
国
昌
一
一
】
守
口
』
三
再
三
芽
。
。
ご
一
堂
二
ｇ
二
』
一
二
一
三
呂
・
一
言
ロ
’
二
一
二
一
”
凸
一
戸
』
口
Ｄ
画
三
冒
口
・
孟
一
”
・
園
三
一
厚
呂
一
一
一

共
か
せ
ぎ
の
夫
婦
が
資
金
を
出
し
合

っ
て
住
宅
を
建
て
た
り
土
地
を
買
っ
た

り
し
た
と
き
、
そ
の
不
動
産
の
登
記
名

義
を
ご
主
人
に
す
る
と
、
奥
さ
ん
が
出

し
た
資
金
は
ご
主
人
に
贈
与
し
た
こ
と

に
な
り
、
贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
。
し

夫
婦
の
間
で
も

贈
与
税
が
…
：
…
・
で
も

第
６
回
市
民
号

唆

た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
出
し
合
っ
た
資
金
の
額
に

応
じ
た
共
有
の
登
記
を
す
る
と
贈
与
税

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
夫
婦
２
人
の
名
義
で
登
記

し
ま
す
と
、
住
宅
取
得
控
除
は
２
人
と

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し

合
計
額
で
５
万
円
が
限
度
と
な
り
ま
す

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
税

務
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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■
◆
◆

①
◆
△

●
。
。

●
・
ゆ

む
●
。

。
◇
■

●
心
◇

●
合
凸

◆
◆
◆

●
◆
凸

◆
●
◆

●
◆
凸

◆
◆
◆

●
り
ゐ

●
◆
今

。
◆
二

Ｏ
ｅ
ｏ

◆
●
今

●
。
。

◆
●
凸

争
●
。

◆
●
●

ひ
◆
◆

９
●
▲

●
●
●

◆
①
凸

◆
◆
令

。
●
巳

●
◆
Ｃ

Ｄ
●
今

Ｃ
Ｄ
◆

◆
伊
凸

◆
●
今

◆
凸
色

●
●
◆

水
は
、
人
間
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
す
。
飲
料
用
水
と
し
て

用
い
ら
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
，
工
業

用
水
、
農
業
用
水
あ
る
い
は
、
水
産
用

水
と
し
て
、
水
は
、
重
用
な
役
割
を
は

た
し
て
い
ま
す
。
水
質
汚
濁
と
は
、
ゞ
」

の
よ
う
な
水
の
役
割
が
そ
こ
な
わ
れ
る

よ
う
な
水
質
の
変
化
し
た
状
態
を
い
い

ま
す
。

水
質
の
汚
濁
は
洪
水
な
ど
の
自
然
的

原
因
に
よ
る
場
合
と
、
人
間
の
生
活
や

生
産
活
動
の
結
果
と
し
て
、
人
為
的
原
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皇 畠 的しに
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別表（電位ppm昭和49年4月～昭和50年3月平均値）

水
質
汚
濁

公
害
を
考

↓
、
軍

／

ク
ヘ
デ
○
②

に
よ
る
水
質
汚
濁
は
、
近
年
に
な
り
新

し
い
産
業
の
出
現
あ
る
い
は
、
成
長
産

業
の
大
規
模
化
に
よ
っ
て
多
様
化
し
、

汚
濁
の
進
行
テ
ン
ポ
が
急
速
に
増
加
し

日
本
で
は
、
世
界
に
例
を
み
な
い
イ
タ

イ
、
イ
タ
イ
病
、
水
俣
病
の
発
生
な
ど

悲
惨
な
公
害
事
件
を
起
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
が
背
景
と
な
り
、
人
の

健
康
へ
の
未
然
防
止
が
う
ち
だ
さ
れ
公

害
問
題
の
な
か
で
も
最
も
難
し
く
、
し

か
も
重
要
な
水
質
汚
濁
の
防
止
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

毎
月
河
川
測
定

夕

』
らもか

高
萩
市
の
公
害
対
策
室
で
は
、
市
内

公
共
用
水
域
の
関
根
川
（
３
カ
所
）
と

花
貫
川
（
５
カ
所
）
で
、
毎
月
水
質
測

定
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
分
析
の
結

果
に
つ
い
て
は
別
表
の
と
お
り
で
、
両

河
川
と
も
環
境
基
準
に
照
ら
し
、
一
応

満
足
で
き
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
花

貫
川
の
花
貫
橋
よ
り
の
河
口
に
つ
い
て

は
数
値
の
示
す
と
お
り
汚
濁
が
は
な
は

だ
し
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
県
で
定
め
ら
れ
て
い
る
排
水
基

準
は
、
汚
水
処
理
技
術
が
未
開
発
の
た

め
暫
定
基
準
で
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
が

排
水
基
準
が
改
正
さ
れ
た
と
き
花
貫
川

も
き
れ
い
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

’ 花 貫 川

稲村橋花貫橋新花！
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色
■

０
１

弱
一
帥

６
１

４
９

５
４

９
６

０
１

４
２

１
３

７ 1－2

花
貫
川
、
関
根
川
と
も
工
場
排
水
に

よ
る
川
の
汚
濁
と
と
も
に
、
一
般
住
民

の
ゴ
ミ
な
ど
の
不
法
投
棄
に
よ
る
汚
濁

が
か
な
り
ゑ
ら
れ
ま
す
。
市
内
を
流
れ

る
川
は
、
市
民
で
守
り
た
い
も
の
で

す
。

注
Ⅱ
表
中
の
Ｐ
Ｈ
は
、
水
素
イ
オ
ン

指
数
（
水
の
酸
性
、
ア
ル
カ
リ
性
の

度
合
を
示
す
）
Ｓ
Ｓ
は
、
水
の
中
の

浮
遊
物
質
を
い
う
。

６
８

１
２１

Ｄ
Ｓ

ＯＣ
Ｓ

９
７

０
５

６
４

１
４

９
０

４
４

６
３

１
５

4．4 2．2 一
川
の
よ
ご
れ
は

一
ゴ
ミ
な
ど
か
ら
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ゴ
ミ
は
水
分
を

よ
く
き
っ
て
か
ら

例
年
、
夏
に
な
る
と
、
ゴ
ミ
質
が
悪

く
、
水
分
が
多
す
ぎ
、
悪
臭
や
水
分
が

滴
れ
る
た
め
焼
却
処
理
が
困
難
と
な
り

ま
す
。お

手
数
で
も
、
家
庭
の
主
婦
の
み
な

さ
ん
、
水
一
分
の
少
な
い
ゴ
ミ
を
処
理
に

出
さ
れ
る
よ
う
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ス
イ
カ
、
ト
マ
ト
な
ど
特
に
多
く
の

水
分
を
含
む
青
果
物
の
食
べ
残
こ
し

は
、
庭
木
や
農
園
の
肥
料
に
し
て
は

い
か
が
で
す
か
。
ゴ
ミ
は
自
然
に
か

え
る
の
が
原
理
で
す
。
土
に
か
え
し

て
や
り
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
収
集
地
区
の
一
部
変
更

最
近
収
集
量
の
増
加
に
伴
い
、
１
日

の
収
集
作
業
で
は
取
り
の
こ
し
が
出
る

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
８
月
１

日
よ
り
次
の
よ
う
に
一
部
地
区
の
変
更

を
致
し
ま
す
。

駒
木
原

火
、
金
曜
日
を
水
土
唯
日
に

肥
前
町

水
、
土
曜
日
を
火
、
金
曜
日
に

ゴ
ミ
収
集
の
盆
休
み

８
月
西
日
は
盆
休
承
と
な
り
ま
す
の

で
次
の
地
区
は
ゴ
ミ
を
州
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

春
日
町
（
直
井
商
店
か
ら
神
永
工
業

所
よ
り
南
の
地
区
）

本
町
（
金
沢
薬
局
か
ら
神
永
工
業
所

よ
り
東
の
地
区
）

大
和
町
全
域

以
上
の
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
８
月

加
日
に
収
集
し
ま
す
。
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ち
び
っ
子
広
場
で
体
育
祭

▲
親
子
リ
レ
ー
も
楽
し
く

写
真
提
供
Ⅱ
小
田
原
哲
雄
さ
ん

二

℃

さ
る
６
月
８
日
に
、
上
手
綱
千
代
田

ち
び
っ
子
広
場
に
お
い
て
、
山
の
子
子

供
会
と
南
組
子
供
会
の
合
同
体
育
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
に
先
だ
ち
、
市
長
さ
ん
な
ど
の

激
励
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
ｗ
名
の
幼
稚

園
児
や
、
小
学
生
そ
し
て
、
、
名
に
お

よ
ぶ
父
兄
の
参
加
で
紅
白
に
別
れ
．
卵

メ
ー
ト
ル
競
走
、
紅
白
玉
入
れ
、
父
兄

と
子
供
に
よ
る
カ
ー
ド
合
わ
せ
、
二
人

螺誤

市
内

癖
鐵
難

い
ぶ
き
山
は
花
貫
川
の
注

海
岸
に
突
き
出
た
山
で
、
花

花
貫
県
立
自
然
公
園
特
別
地

の
指
定
を
受
け
、
い
ぶ
き
の

木
は
天
然
記
念
物
と
し
て
有

で
あ
る
。

朝
露
を
踏
象
な
が
ら
ス
ヶ

チ
に
出
か
け
た
ら
、
月
見
草

浜
一
面
に
咲
い
て
い
て
と
て

印
象
的
だ
っ
た
。

い
ふ
き
山

ー

名_樹域園 ぐもがツ
＝ 一

三
脚
な
ど
型
種
目
の
競
技
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
体
育
祭
に
、
日
立
化
成

山
崎
工
場
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
デ
キ
シ

ー
バ
ン
ド
が
特
別
出
演
し
「
こ
ん
に
ち

は
赤
ち
や
ん
」
な
ど
多
数
の
名
演
奏
を

し
て
い
た
だ
き
、
見
物
客
や
、
子
供
た

ち
が
熱
心
に
音
楽
を
聴
い
て
い
ま
し
た

競
技
は
、
一
段
と
盛
り
上
が
り
、
低

学
年
の
珍
プ
レ
ー
な
ど
が
続
出
し
見
物

客
に
笑
い
を
た
だ
よ
わ
せ
、
和
気
あ
い

あ
い
の
う
ち
に
５
時
間
の
競
技
を
終
え

白
組
が
優
勝
し
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

こ
の
体
育
祭
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

関
係
者
の
象
な
さ
ん
に
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。
（
原
文
一
部
略
）

千
代
田
地
区
西
山
貞
雄

岡
野
道
子

日

凶

Ｅ

二

二
二
」
三
回
耐
国
一
三
三
一

二
三
且
日
田
一
二
二
一
三
三
門
〒
剥
す

二
三
三
二
二

０－－．

二
雪
三
一
三
弓
■
３

初
優
勝
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム

高
萩
高
校
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
（
光
野

修
一
監
督
以
下
剖
名
）
は
、
６
月
水
戸

市
県
営
堀
原
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
、
高
校
茨
城
県
大
会
ラ
グ
ビ
ー

の
部
決
勝
で
、
強
敵
磯
原
高
校
を
皿
対

０
の
大
差
で
敗
り
、
県
大
会
で
初
優
勝

の
偉
業
を
な
し
と
げ
ま
し
た
。
同
チ
ー

ム
は
今
年
に
入
り
、
１
月
の
新
人
戦
以

来
敗
け
を
知
ら
ず
ｕ
戦
全
勝
の
好
成
績

で
９
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
関
東
大
会

（
東
京
）
へ
茨
城
選
抜
チ
ー
ム
と
し
て

へ
り

■
■
串

象
な
さ
ん
が
電
気
用
品
、
台
所
用
品

食
料
品
な
ど
を
買
っ
た
場
合
に
、
い
ろ

い
ろ
な
苦
情
や
意
見
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

こ
の
た
び
こ
れ
ら
に
つ
い
て
適
切
な

処
理
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
る
消
費
生

母
子
相
談
員
は
、
生
計
の
中
心
で
あ
て
く
れ
ま
す
。

る
夫
が
死
亡
し
た
り
、
夫
の
扶
養
を
受
今
年
４
月
よ
り
県
か
ら
山
岸
静
枝
さ

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
母
子
家
庭
の
象
な
ん
が
母
子
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

さ
ん
に
、
社
会
的
、
経
済
的
に
お
困
り
連
絡
先
大
和
町
１
の
喝
で
電
話
は

の
と
き
に
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
の
つ
②
３
８
１
６
で
す
。

な
っ
て
相
談
に
の
つ
②
３
８
１
６
で
す
。

鯵
県
大
会
で
高
萩
高
校
活
躍

騨
謹

消
費
生
活
改
善
監
視
員
に

母
子
相
談
員

’
■
画
凸

■

■
Ｐ
■
，

出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
庭
球
の
部
で
も
同
校
神
永
昌
子

（
３
年
）
さ
ん
と
興
野
和
江
（
３
年
）
さ

ん
が
ダ
ブ
ル
ス
（
個
人
戦
）
に
県
大
会

２
位
と
な
り
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
軟
式
庭
球
に
出
場
し
ま
す
。
そ

し
て
、
弓
道
の
部
で
は
、
同
校
大
谷
敏

幸
（
３
年
）
さ
ん
が
県
大
会
で
２
位
に

な
り
、
県
国
体
選
考
会
で
全
国
高
等
学

校
弓
道
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
て

お
り
ま
す
。 秋

元
と
み
さ
ん

活
改
善
監
視
員
に
秋
元
と
詮
さ
ん
が
通

商
産
業
省
よ
り
今
年
４
月
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
石
滝
２
５
０
８
１
町
で
連
絡

時
間
は
、
午
後
４
時
以
降
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
電
話
⑧
０
１
３
４

ラ
グ
ビ
ー
は
初
優
勝

山
岸
静
枝
さ
ん

’

二
二
■
■

”
■
画
■
■
画
』
凸

㎡

■↑

三

Ｅ

画

■

画

二

画

■

６

に
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雲
凸
心

へ
一
震
彰
“

戦
没
者
等
の
遺
族
に

ｒ

特
別
弔
慰
金
別
万
円
が
支
給

今
年
は
終
戦
鋤
周
年
に
当
り
ま
す
。
傷
り
病
し
、
昭
和
蝿
年
哩
月
８
日
以
後
族
援
護
法
に
定
め
ら
れ
る
弔

国
で
は
、
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
し
に
死
亡
し
た
者
を
含
む
）
で
「
戦
傷
病
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

者
号

て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
わ
す
た
め
特
者
戦
没
者
等
遺
族
援
護
法
」
に
定
め
る

別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
弔
慰
金
（
５
万
円
ま
た
は
３
万
円
の
記
支
給
さ
れ
る
額

ま
し
た
。
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
か
名
国
債
）
を
受
給
し
た
遺
族

別
万
円
（
記
名
国
債
、
無
利

た
は
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
３
日
華
事
変
（
昭
和
岨
年
７
月
７
日
子
で
加
年
償
還
、
第
１
回
目
の

か
ら
昭
和
妬
年
哩
月
７
日
ま
で
）
で
受
支
払
償
還
日
は
昭
和
別
年
６
月

対
象
者

傷
又
は
、
り
病
し
て
そ
の
期
間
内
に
戦
妬
日
）

１
昭
和
加
年
に
制
定
さ
れ
た
「
戦
没
死
戦
病
死
な
ど
し
た
者
の
遺
族

請
求
期
間

者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支

請
求
で
き
る
者
の
順
位

給
法
」
に
定
め
る
特
別
弔
慰
金
（
３
万
昭
和
弱
年
３
月
瓠
日
ま
で

円
の
記
名
国
債
）
を
受
給
し
た
遺
族
、
１
、
戦
没
者
等
の
配
偶
者
な
お
、
こ
の
特
別
弔
慰
金
を
請

お
よ
び
受
給
資
格
は
あ
っ
た
が
請
求
し
２
、
戦
没
者
等
の
子
求
さ
れ
る
か
た
は
福
祉
事
務
所

な
か
っ
た
遺
族
３
、
戦
没
者
等
の
父
母
孫
祖
父
母
へ
請
求
者
本
人
が
印
か
ん
持
参

２
昭
和
妬
年
哩
月
８
日
以
後
に
死
亡
兄
弟
姉
妹
の
う
え
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

し
た
者
（
昭
和
狸
年
７
月
７
日
以
後
受
４
１
２
３
の
遺
族
が
い
な
い
た
め
遺
い
・

、

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
」
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

継ぐ”
物の

ス
カ
シ
ユ
リ
（
ユ
リ
科
）
⑮

海
岸
の
砂
地
や
、
松
林
、
崖
地
な
ど
に
見
ら
れ
る
ス
カ
シ
ュ
リ

は
普
通
ハ
マ
ユ
リ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ユ
リ
は
花
被
片
の

間
に
す
き
ま
が
あ
り
上
を
向
い
て
咲
い
て
い
る
。

こ
の
種
類
は
、
園
芸
品
種
に
出
ま
わ
っ
て
い
る
が
、
本
来
、
太

平
洋
側
で
は
紀
伊
半
島
か
ら
東
、
日
本
海
側
で
は
新
潟
県
以
北
の

海
岸
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
中
国
地
方
や
四
国
、
九
州
で
は
自
生

品
種
は
な
い
。
北
海
道
に
は
、
別
種
の
エ
ゾ
ス
カ
シ
ュ
リ
し
か
見

ら
れ
な
い
。

海
岸
に
自
然
に
咲
い
て
い
る
ス
カ
シ
ュ
リ
の
姿
は
す
ば
ら
し
く

美
し
い
。

高
戸
や
赤
浜
の
海
岸
を
、
こ
の
ユ
リ
と
ハ
マ
ナ
ス
、
ハ
マ
ギ
ク

コ
ハ
言
ギ
ク
、
ツ
ワ
ブ
キ
、
そ
れ
に
白
砂
青
松
の
海
岸
と
し
て
、

全
国
的
な
名
所
に
し
た
い
も
の
と
、
夢
を
見
て
い
る
が
ど
う
だ
ろ

う
か
。
と
に
か
く
保
護
し
た
い
も
の
で
あ
る

国保税を一部改正

|所得割|資産割均等割|平等割|限度額|減額|鳶除驚|蝉与割鴬年度別

49

さる6月定例市議会で、高萩市国民健

康保険税条例の一部が改正され、第2期

分（8月）より実施されます。

医療費の改正は、昭和49年に2度にわ

たり改訂などがなされ、 また高額療養費

支給制度について、昨年度は年度途中（

昭和49年7月1日）から実施されました

が、本年度は満年度、すなわち1年を通

しての実施となります。

助産費などについては、年度途中（昭

和50年7月）から支給額の引上げがなさ

れます。その結果、昭和50年度の予算は

対前年度にくらべ14．8％の増加となり

ます。

したがって、現行の税率（あん分率）

では、国保事業の健全なる財政運営が困

難なために、あん分率が改正されたもの

です。

1． 保険税及びあん分率

一
６
０
６
０

●
〈
ｍ
Ｕ
●
ハ
Ⅱ
）

４
１
５
１

淵'鰯渕|鯨角' ’2万門
1人につき

11万円 18万円 2万円

2,7"円4,480H
？

39．0
50

前年度
伸長率

13万円 19万円 2万円12万円
100

3％2'･7% 19.7% 20%
恥
』

6％｜－18．2％

2． 低所得者減額取扱い（市県民税申

告した方に限られます）

（イ）均等割

6割減額被保険者1人につき

1,380円

4割減額被保険者1人につき

920円

（ロ）平等割

6割減額1世帯につき2,240円

4割減額1世帯につき1,490円

3． 所得割の計算方法

所得割賦課基準（49年中に市県民

税の対象となった所得）

‐ ゞ 山林所得、譲渡所得の合算額一

（基礎控除額190,000円)一給与

割増控除、収入金額の(5％限度

’0, 000円)課税対象額×淵
＝所得割税額

4 資算割の計算方法

本年度賦課された固定資産税のう

ち土地、家屋にかかる税額×

謡=資産割税額
5均等割額

被保険者1人につき 2,740円

（被保険者の人数×2,740円）

6平等割額1世帯につき 4,480円
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花
た
ば
を

・
プ
レ
ゼ
ン
ト

高
萩
キ
リ
ス
ト
幼
稚
園
の
園
児
（
粥

名
５
才
児
）
は
、
鈴
木
先
生
と
と
も
に

市
役
所
を
訪
れ
、
園
児
持
ち
よ
り
の
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
ジ
サ
イ
な
ど
の
花

を
市
長
、
助
役
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。こ

れ
は
、
同
園
が
毎
年
６
月
を
花
の

日
と
し
て
日
頃
世
話
に
な
っ
て
い
る
官

公
庁
へ
感
謝
を
こ
め
た
行
事
と
し
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す

’
１
８
１
６
１
．
１
■
１
日
″
Ｊ
グ

カ
メ
ラ
ル
ボ

グ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

『

溌
慰
鍵
辮
耀
瀧
輔
輔
溌
識
蝿
蕊
織
騨
瀧

…

：
＆

蕊

、

L当身』 草と り を奉仕

石滝老人クラブ（会長柴田仲義、会員68名）と石滝婦人会、老人

大学（中央公民館で実施）生など85名が、 7月10日花貫花壇の草と

り奉仕で汗を流しました。

高浜町南支部で市政座談会

高浜町社協南支部の市政座談会は7月13日、高浜集会所

で開かれ、約40名の皆さんが集りました。市長からは市政

の現況や将来の計画が話され、地区の問題についても理解

を深め合いました。

民
謡
発
表
会

民
謡
は
る
の
会
（
会
長
石
喜
次
）
で

は
、
７
月
過
日
ビ
ー
ゴ
ガ
ー
デ
ン
に
布

名
が
出
席
、
第
７
回
民
謡
発
表
会
を
催

し
ま
し
た
。
発
表
は
、
合
唱
、
個
人
の

部
な
ど
、
余
曲
に
お
よ
び
盛
大
で
し
た

ユ
ロ
■
■
■
Ⅱ
日
Ⅱ
ロ
・
・
二
・
・
。
”
画
■
ロ
Ｄ
皿
Ｈ
■
■
■
■
・
呂
呂
二
・
■
ロ
■
■
■
■
■
■
■
君
・
二
・
二
・
昌
“
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
宮
呂
目
・
口
目
め
１
８
■
■
■
■
■
■
巳
■
口
自
二
・
『
・
画
一
ｒ
ｌ
ｌ
■
■
■
一
■
盲
言
・
里
昌
ロ
ロ
■
■
■
■
１
１
■
こ
■
ロ
ロ
・
・
呂
目
一
口
ロ
ー
Ⅱ
Ⅱ
１
匹
■
冒
二
冒
』
』
”

一

Ｊ
税
の
作
文
に

署
見
学
の
印
象
な
ど

一
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
○
字
数
な
ど

１
人
一
編
で
３
，
０
０
０
字
以
内
。
一

皿
国
税
町
は
、
い
ま
全
国
の
高
校
生
末
尾
に
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
性
別
川

集
か
ら
税
金
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
を
学
校
名
、
学
年
学
校
の
所
在
地
を
一

募
集
し
て
い
ま
す
。
一

書
い
て
く
だ
さ
い
・

応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
か
○
締
切
り

一

ら
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
５
日
ま
で
に
近
く
の
税
務
署
州

募
○
テ
ー
マ

一

へ
。

一
結
癖
諏
準
奇
娠
達
畦
砥
維
識
識
姫
鐇
○
跨
秀
作
品
に
は
、
賞
状
と
記
念
品
一

叩
署
に
つ
い
て
の
意
見
、
学
校
で
教
わ
が
贈
ら
れ
ま
す
。

一
唾
確
潔
曜
謂
‐
蕊
Ｉ
ｉ
‐
●
…
Ｉ
１
Ｉ
一

一
へ
｝

凸

○
大
平
義
雄
さ
ん
Ⅱ
本
町

社
屋
新
築
記
念
と
し
て

○
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

中
央
公
民
館
へ
図
言

５
０
，
０
０
０
円

○
松
本
基
さ
ん
Ｉ
下
君
田

子
供
会
育
成
連
合
会
へ
飯
ご
う

２
０
個

５
０
０
，
０
０
０
円

○
住
谷
幸
枝
さ
ん
Ⅱ
下
手
綱

高
萩
ス
タ
ン
プ
会
基
金
の
一
部

１
０
０
０
０
円

’

客善
意
銀
行
へ

あ霊

恐意
H苗
ハ曰

シ
》
フ

難
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ゆ
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●
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●
●
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◆
Ｃ
ｏ

ｐ
ｏ
Ｃ

。
●
４

口
●
◆

●
●
◆

ｐ
●
●

◆
。
◆

け
４
○

ひ
●
○

わ
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◆

０
ダ
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●
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◆

ず
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ひ
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●

寺
●
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Ｏ
Ｇ
◆

守
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◆
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*蕊:昭和50年8月：
今◆◆｡●

。
●
○
ひ
い
◆
口

◆
。
●

Ｕ
Ｄ
ｆ
今

。
●
も
も
。

０
。
◆

毎
●
今
凸

守
●
・
も
Ｇ
◆
▲

◆
●
◆

■
◆
り
め

◆
●
や

甲

●

◆

凸
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J必ず受けよ 結核検診
＞

フ
Ｌ
巳
ｐ
』
Ｐ
Ｌ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
』
ｐ
Ｐ
Ｌ
ｐ
■
Ｆ
Ｌ
ｐ

一般結核健康検診（胸部）レントケン

間接撮影を下記により行なわれます。該

当者はかならず受けてください。

該当者1． 満15才以上の者（官公署、

事業所、学校及び勤務先で

毎年受診されている者は除

く）

日程表

料金無料

該当者の方で通知のない方

でも当日受付へ申し出れば

受けられます。

ボタン、金具のない下着を

着衣してきてください｡一

●
●

２
３

ツ反BCG接種

ツベルクリン判定、BCG接種の検診

を実施しますので該当者はもれなく受け

てください。

該当者1.生後10カ月～満3才までの者

（昭和47年1月1日～昭和49年

9月30日出生者）ただし3才

までに1回接種している者は

除く。

2.受診票がない場合は当日受付

へ申し出てください。

3.料金は無料です。

4.母子手帳は忘れずにおもちく

ださい〃

5.当日の入浴はさけてください

日程表

4

凸

月 日 曜日 所 時場

若栗公民館

下君田松本商店

上君田/｣､学校前
上君田旭屋商店

閨

詞
〃
誰
〃

０
０
０
０

０
２
２
０

０
１
２
３

１
１

０
０
０
０

３
３
３
３

９
０
１
２

１
月8月25日 g

／~、
大金田鈴木喜一氏宅前
横 ノ | l鈴木重光氏宅前

横 ノ | I松本勝氏宅

侍山小山大島義光氏宅

０
０
０
０

３
３
２
１

０
１
２
３

１
１

一
一
一
一

０
０
０
０

０
５
３
４

０
０
１
２

１
１

『
〃
罐
〃

V火〃月26日

大能国井商店前

大能鈴木好氏宅

大能元派出所ｲ則

馬曽根三代商店前
中戸j I l佐川秀次郎氏宅

米平バス停前
田代バス停

０
０
０
０
０
０

０
４
２
０
０
５

．
．
．
．
．
．
０

０
０
１
２
２
２
３

１
１
１
１

３

一
一
，
一
一
一
一

鋤
、
釦
釦
釦
加
一

。
。
。
？
。
。
ｎ
Ｕ

《
ｕ
〉
（
叩
〉
ｎ
Ｕ
竜
８
－
１
且
句
＆
Ｔ
Ｌ

１
１
１

３

揃
〃
〃
〃
幟
〃
〃

全

量
".月27日 水

仙道坂豊田守氏宅

下手綱公民館前
高戸公民館

赤浜鈴木勝正氏宅
松浦縫製前

罰
〃
》
〃
：
〃

０
０
０
０
０

５
４
０
５
３

９
１
２
２
３

１
０
０
０
０
０

３
１
３
２
０

９
０
１
２
３

句
且
房

－

ツベルクリン接種 〃月28日 木

月日曜日

8.]2火

"19火

〃20水

〃27水

〃27水

場 所 ｜ 受付時間

’
関口公民館前

千代田バス停前
南組公民館前

元松岡郵便局前

罰
〃
経
・
〃

年
勺

０
０
０
０

３
４
５
１

０
１
２
３

１
１

０
０
０
０

３
５
３
２

９
０
１
２

１
秋山小

中央公民館

保健所

松岡小

横川小

下君田小

上君田小

若 栗

０
０
０
０
０

０
４
１
３
０

町
●
●
ら

２
片
〃
″
１
２
２
３

－
一
一
一
一

０
０
０
０
０

３
３
０
２
５

④

■
。
■
命

１

１
２
２
２

後
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

二４
〃月29日 金

北方山手公民館
秋山中公民館
秋山供給所跡
時崎商店前

０
０
０
０

３
５
３
３

０
１
２
３

１
１

０
０
０
０

３
５
３
４

９
０
１
２

１

罰
〃
密
か

9月19日 金

土〃月20日 大荷田鈴木元雄氏宅前 午前10．00～10．30″
″
〃

″
″
〃

駒木原、鮨富前

秋山中学校正門

和野劇場跡
秋山小学校裏門

『
〃
》
参

０
０
０
０

３
５
２
３

０
１
２
３

１
１

０
０
０
０

３
５
３
４

９
０
１
２

１
〃月22日 月

切
一

午前9．30～
〃 10．20～

午後 1．30～

花貫新井マツイ氏宅

花貫団地．

石滝消防詰所前

０
０
０

０
２
３

０
１
２

１
１火"月23日

判定 BCG接種

肥
一
組
極
唾
郷
〃
〃
〃
〃

安良川農協前

安良川駒形神社前
純
一
木
木
金
令

場 所 午前9．30～11．30

午後 1．30～ 3．00
受付時間 〃月25日 ■

木

１

１
２
２
２

後
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

午秋山小

中央公民館

保健所

松岡小

横川小

下君田小

上君田小

三学と
栗恒

０
０
０
０
０

０
４
１
３
０

２
″
〃
〃
Ｌ
２
２
３

－
一
一
一
一

０
０
０
０
０

３
３
０
２
５

第一幼稚園前

大和町児童公園

春日町児童公園

午前

午前
午後

０
０
０

２
４
０

０
１
３

１
１

一
一
一

０
０
０

３
４
３

９
０
１

１〃月26日 金 P

午前

午後

一
一
一

０
０
０

３
３
０

９
１
５

０
０
０

３
３
０

１
３
７

１
市役所

〃

〃

〃月27日 土

高浜集会所

滝の湯前．
午前9．30～11．30

午後1．30～ 3．00
月29日 月
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保健所

海岸アパート
午前9.30～11．30

午後1．30～ 2．30
火〃月30日

’
秋山婦人会でブユ駆除

秋山婦人会（会長関根翠よ子外90名）

では、毎年5月1日から9月15日までに

月1回から2回のブユ駆除乳剤散布を行

なっています。

散布する場)ﾘTは5カ所で、今年で10年

になります。

q乳剤を散布する大高、佐藤さん
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畠 市の人口と世帯数 冒
邑

＝ =

吾 7月1日現在 前月比 言

号 人口 30,481人 （増25) =
ニ 二
＝ 孟

男 14，959人 （増6） 畠＝

弓
ﾆ

ﾐ 女 15,522人 （増19） 宣
号 ＝

畠世帯 8，221世帯 （増23） 畠
壱
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講 演 会 ’
－は 三｜の諮閃木馬

|［
灘譲職瀧

鴬

“頚
玲踊..…晋一錘,…坪…年詠い….昔.､､…..酎琵,.q…戸口.普蓉..…､…=､.＝……謎韓謡….･額…ず虻｡語や

美しい環境づくりの一環としてはなづ

くり講演会を開催します。

市民のゑなさん、ぜひご出席ください

,○期日・8月10日、午後1時より

○場所・高萩市中央公民館

○テーマ・さかない花を咲かせる秘けつ
Q

○講師。千葉園芸大助教授・浅山英一

．※ご質問をかんげいします。
■

背,「在宅看護婦一調査について一

看護婦確保対策の一環として潜在看護

力の再稼働を促し、看護婦不足解消を図

るため、看護免許所有者で現在業務に従

事していない者で、就業を希望する者に

は就業に必要な講習会を開催することに

なりました。就業を希望する方は市役所

衛生課まで届けでてください。 幻 一
瓦、

○調査対象

市内に在住する看護婦、保健婦、助産

婦、準看護婦の免許所有者で現在看護の

業務に従事していない者

’○締め切り日

8月20日まで
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－－内職を希望さ－
れる方無料で相談を－

内職相談センターは、家庭の外で働く

ことのできない主婦、老人、身体障害者

未亡人などの方がたに対し内職について

のあらゆる相談あっせんに応じるために

設けられたものです。

内職を希望される方または内職者を求

めている事業所の方は、気軽にご相談く

ださい。

すべて無料で相談に応じております。

内職センターからの内職あっせんを受

けるには「住所の確認できるもの、たと

えば健康保険証など」を持参してお申込

柔ください。

○出張相談の場所

高萩公共職業安定所麓②2549

○相談日

隔月第4木曜日、午前10時30分から午

後2時まで

8月28日、 10月23日、 12月25日、2月

26日

「フイルムの貸し司
一出しをします一

夏休承期間中、 16ミリ教育映画用フイ

ルムの貸し出しをいたします。

地域公民館、子供会などで、映|国会の

計画がありましたらご利用ください

○貸しだし期間8月11→8月25日

○フイルム名

1.空かける友情50分

2.はだかの王様20分

3.サッカーへの招待30分

4.われら竜南の子30分

5.交通安全関係

○申し込み先高萩市大和町1－5

教育委員会ライブラリー

霞③1131

※16ミリ映写機、 フイルム、スクリーーン

など一式を貸し出します。

希望日が重複するときは調整します。

○一般相談日･毎日、市民相談室

市政に対する苦情、要望など

○行政相談･毎月第2、第4木曜日

午後1時から3時中央公民館

役所に対する苦情、相談ごと

○心配ごと相談･毎週木曜日午後1

時から3時、研修会館家庭内

の．こと

○家庭児童相談毎週火曜日午後1

時から3時、研修会館、児童の

心配ごと

○交通事故相談9月'0日午前10時

から4時、中央公民館、交通事

故専門の相談

○健康相談毎週月曜日午前9時か

ら午後3時まで，市役所分庁舎

（健康相談室）市の保健婦によ

る相談､妊娠中のこと､産後のこ

と、身体の健康に不安な方など

テレビによる防火対策番組8月分
.へ

(ゞ 友イ ルル ｜ 放送局 |放送時間 内 容
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大切な初期消火の準備

薬品から出火

わが家の防災訓練

町く･るゑの防災

9日

16日

23日

30日

ご存じですか ｜ 日本テレビ毎週土曜日
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５
８
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防災ミニ百科 ④

そのときあなたはﾌジﾃﾚﾋﾟ 地下街で地震にあったら

話しあってますか地震に備えて

余震とデマ

防災訓練に参加しましよう

10日

17日

24日

31日

毎週日曜日

０

一
心

５
９

５凸
●８

くらLの中の防災 ⑧

(2)年令30才未満のもの

(3)市内に住居する者

(4)日本国籍を有しない者及び地公法第16

条に該当する者は応募できません。

受付締切り、 8月20まで

※お問い合せは市役所市長室職員担当麓

③2111内線233にご連絡ください。

試験日は後日ご連絡いたします。

－保健婦を

募集します

○募集人員 1名

○応募資格

(1)保健婦、助産婦、看護婦法第7条にも

とずく保健婦の免許を有する者

ソ


